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考   察 
遠隔地などで医療環境が整っていない地域においては顕微鏡による原虫検査、あるいは抗体検査
の組み合わせによりある程度効率の良い早期治療が可能であることが示された。しかしＰＣＲ診
断法は出生初期から非常に感度良く母子感染児を検出することが可能であることも明らかとな
った。種々の医療環境を考慮したうえでこれらの診断法を適切に組み合わせた制御法を考慮する
必要があることを初めて報告した。 
 
 
